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新しい水質指標「ろ紙吸光法」を用いた水質評価

九州技術事務所 調査試験課 高倉 香

１，はじめに

現在、水質を評価する指標としてＢＯＤに代表される有機的汚濁指標が用いられている。

この指標は水質汚濁防止法に基づく項目で行政にとっては便利であるが、一般の人にはＢ

ＯＤの概念は理解されにくく、「ひと」が実感できる河川水質の「きれいさ」をあらわす

指標が望まれている。

また近年の河川水質は下水道事業や住民による環境活動により改善傾向が見られ、九州

管内の大半の河川がＢＯＤ２mg/L以下という状況であり、清流河川においてはＢＯＤにか

わる新しい指標が望まれている。

土木研究所で開発された「ろ紙吸光法」は簡単に測定でき、吸光度曲線を解析すること

で清流指標、富栄養化指標、総合水質指標等を提案できる特長があり、これら指標を用い

て河川・ダムの水質管理への適用を提案するものである。

２，ろ紙吸光法の概要

河川水をろ過した後、ろ紙上に残った物質に光（220～850nm）をあて、その反射光を測

定することで、水の濁りや藻類の量、有機物の量などを総合的に調べる測定法が「ろ紙吸

光法」である。分析方法を図－１に示す。

ろ紙吸光法の特長

①測定方法が簡単

②迅速かつ安価

③視覚的に水質を把握

④水質を総合的に評価

⑤ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化が容易

⑥薬品を全く使わない

吸光度曲線の見方と３つの指標を図－２に示す。

分析により得られる吸光度曲線から下記の３つの指標を得ることができる。ろ紙吸光法は

濁り物質の「量」だけでなく「質」も把握することができる。

イ）総吸光度 河川の濁りを表す指標 ：400nm～800nmの吸光度の積分値(TA)

ロ）藻類指標 藻類の量を表す指標 ：670nmと750nmの吸光度の差を100倍(AI)

ハ）紫外吸光指数 有機物の量を示す指標 ：240nmと300nmを結ぶ直線とその間の

吸光度曲線で囲まれる面積値（UVAI)
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３，調査概要

九州の一級水系及び直轄ダムにおいて定期調査分析で実施しているＳＳのろ紙（４０地

点）を送付してもらい、このろ紙の吸光度を測定した。調査期間はＨ１３～１４年度の２

カ年間である。

４，調査結果

４．１，３つの指標と水質項目との相関

既往文献によるとろ紙吸光法とｸﾛﾛﾌｨﾙa、濁度等とは高い相関関係があることが示され

ている。そこでろ紙吸光法の３つの指標と水質項目の相関分析を行った。相関分析は以

下の式で回帰分析を行った。

①直線回帰式 C＝ａ （各水質指標）+ｂ･

ｂ②指数関数式 C＝ａ （各水質指標）･

③２次式 C＝ａ （各水質指標） ＋ｂ (各水質指標)＋ｃ･ ･２

C：各水質 ， ａ､ｂ､ｃ：係数， （各水質指標） ：ろ紙吸光法の３つの指標

前記３つの回帰分析の結果のうち筑後川の水域別相関係数を に示す。表－１

表－１ 相関係数

調査目的によっては、相関の高い項目は、分析費も安く早く分析できるろ紙吸光法で

測定すれば水質項目のだいたいの数値を把握することができ、水質管理上有効であると

いえる。

４．２，河川の清流度ランキング

河川は水質をＢＯＤで評価しているが、ろ紙吸光法の総吸光度での評価を試みた。

総吸光度は濁りを表す指標であるので、河川の清流度指標といえる。総吸光度とＢＯ

水 質 項 目

筑 後 川 　 濁 度 0 . 7 7 1 ① ， ③ 0 . 7 1 8 ② ， ③ 0 . 6 7 3 ③

(瀬 の 下 ) S S 0 . 7 0 1 ② 0 . 5 8 5 ② 0 . 5 9 9 ① ， ③

B O D 0 . 6 2 1 ③ 0 . 7 4 1 ③ 0 . 5 1 3 ③

C O D 0 . 8 1 3 ③ 0 . 8 7 3 ③ 0 . 7 0 2 ③

ｸ ﾛ ﾛ ﾌ ｨ ﾙ a 0 . 8 4 3 ③ 0 . 9 5 2 ③ 0 . 5 3 8 ③

総 吸 光 度 ： T A 藻 類 指 標 ： A I 紫 外 吸 光 指 数 ： U V A I
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Ｄの平均値を用いランク付けしたものを に示す。表－２

清流度とＢＯＤのランクが一致すれば着色部分にのる。着色部より３ランク上に位置

する白川は無機態の濁り（阿蘇の火山灰）が清流ランクを下げていると考えられる。ま

た着色部より５ランク下に位置する肝属川は溶解性ＢＯＤが高いため（流域の畜産業が

盛ん）清流ランキングを上げていると考えられる。

ＢＯＤによる評価と総吸光度による評価が一致するか、一致しなくとも１～２ランク

のずれ程度である河川が多いため、総吸光度によっても十分清流度を表すことができる

と考えられる。

表－２ 河川の清流度ランキング

４．３，総合水質指標

ろ紙吸光法は懸濁物質に光りをあて

分析するので溶解性の成分を表現でき

ない。このため簡易に分析でき溶存態

成分を表現する指標として導電率(ＥＣ)

を用い、３つの指標TA､ AI、UVAIとあ

わせて４つの指標で水質を総合的に表す

図－３ 総合水質指標のイメージ指標とした。この総合水質指標のイメ

ージを に示す。また この指標による代表的水質のイメージを に示す。図－３ 図－４

たとえば、TAが高くAI、UVAIが低い場合は、シルト等の無機態の濁りである。AIも

高いときは植物性プランクトンが増殖した富栄養化状況といえる。UVAIも高い時は生活

排水等の有機汚濁が流入しているといえる。
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５．ろ紙吸光法の活用

ろ紙吸光法の特徴を生かして下記の活用ができると考えられる。

５．１，河川の水質管理

・清流河川の評価（非常にきれいなためBODでは把握できない水質の変動を把握する。

図－５参照）

・浄化施設の水質管理等、水質汚濁防止法に拠る必要のない調査

５．２，親水活動の水質指標

・住民参加の水質調査（ろ紙吸光法は視覚に訴える効果が大きいため。図－６参照）

５．３，ダムの水質管理

・クロロフィルａの詳細調査（調査地点を安い費用で増やすことができる）

図－５ 清流河川の評価の１例 図－６ 流下方向への水質変化の把握

６．おわりに

(提 案)・ろ紙吸光法はBOD等の理化学分析や生物調査とは異なった、新しい切り口の調

査であり、水質指標として有効であることがわかった。

・わかりやすく視覚に訴える効果が大きく、特に住民参加の水質調査に使うと非

常に効果があると思われる。

（課題等)・ろ紙吸光法は法的位置付けのない分析である。

・ろ紙吸光法の分析に用いる分光光度計が特殊であるため一般の分析所にない。

清流河川の評価清流河川の評価
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図－４　総合水質指標の代表パターン１例　

生活排水等の汚濁土砂による濁水 富栄養化したダム
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